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９
月
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日
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15
日
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２
日
間
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わ
た
り「
須
賀
川
秋
祭
り
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
松
明
通
り
を
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み
こ
し
が
練
り
歩
き
、
担
ぎ
手

た
ち
の
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
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層
盛
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上
げ
ま
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期
間　
10
月
22
日（
火
）～
12
月
１

日（
日
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
松
明
あ
か
し
の
日︵
11
月
９
日・

土
）は
午
後
７
時
ま
で
開
館（
入
館

は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
、
11
月
５
日（
火
）

※
11
月
４
日（
月
・
休
）は
開
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　
⃝
10
月
26
日（
土
）　
午
前

11
時
～
正
午　
⃝
11
月
8
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時

講
師　
博
物
館
学
芸
員

歴
史
探
訪
講
座「
白
河
で
観
る
定

信
・
文
晁
ツ
ア
ー
」

日
時　
11
月
４
日（
月
・
休
）　
午

前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
小
峰
城
歴
史
館（
白
河
市
郭

内
１–

73
）・
藤
田
記
念
博
物
館（
白

白
河
市
二
番
町
46–

１
）

定
員　
30
人

申
込
方
法　
10
月
11
日（
金
）か
ら

電
話
ま
た
は
来
館
で
受
け
付
け

（「
選
べ
る
！
す
か
が
わ
文
化
財
講
座
」

第
1
回
の
参
加
者
は
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
昼
食
は

各
自
負
担
）

講
演
会「
定
信
と
そ
の
周
辺
の
画
人
」

日
時　
11
月
23
日（
土
・
祝
）　
午

前
10
時
30
分
～
正
午

講
師　

福
島
県
立
博
物
館
専
門

員
・
川か

わ

延の
べ

安や
す

直な
お

さ
ん

場
所　
博
物
館
特
別
展
示
室

定
員　
20
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
来
館
で

受
け
付
け（「
選
べ
る
！
す
か
が
わ

文
化
財
講
座
」第
4
回
の
参
加
者

は
申
し
込
み
不
要
）

☞
博
物
館
（
75
）３
２
３
９

主
な
展
示
作
品　
松
平
定
信「
関か

ん

羽う

像ぞ
う

」、
谷
文
晁「
楽ら

く

翁お
う

公こ
う

白し
ら

河か
わ

御お
ん

下し
も

屋や

敷し
き

真し
ん

景け
い

図ず

」、
白
雲「
西さ

い

西さ
い

遊ゆ

行ぎ
ょ
う

誌し

帖ち
よ
う」な
ど　

観
覧
料

▼
大
人　
２
０
０
円（
１
５
０
円
）

▼
大
学
・
高
校
生　
１
０
０
円（
70
円
）

※（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

▼
中
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
・
障

が
い
者
で
手
帳
を
所
持
す
る
人
と

介
助
者
１
人
は
無
料

▼
文
化
の
日（
11
月
３
日
・
日
）、

松
明
あ
か
し
の
日
は
無
料

谷文晁「楽翁公白河御下屋敷真景図」（白河市歴史民俗資料館蔵）

松平定信「関羽像」（東京都公文書館蔵）

「選べる！すかがわ文化財講座」
開催日・内容・講師
▶第1回　11月4日（月・休）・「白河で観る定信・文晁ツアー」・
小峰城歴史館および藤田記念博物館の学芸員
▶第2回　11月9日（土）・「江戸時代後期における郷士相楽家と
須賀川～自治都市の内実に迫る～」・荒

あら
武
たけ
賢
けん
一
いち
朗
ろう
さん（東北大学東

北アジア研究センター上
うえ
廣
ひろ
歴史資料学研究部門教授）

▶第3回　11月16日（土）・「はじめての古文書・くずし字」・博
物館学芸員
▶第4回　11月23日（土・祝）・「定信とその周辺の画人」・川延
安直さん（福島県立博物館専門員）
時間　午前10時30分～正午（第1回のみ午前9時～午後3時）
定員　20人（高校生以上）
申込期間　10月11日（金）から定員になり次第終了
※第1回のみ10月29日（火）まで
申込方法　電話または来館で受け付け（第1回のみ参加費を添え
て来館で申し込み）
※1回ごとの参加も可能
参加費　1,000円（第1回のみ）
☞博物館 （75）3239
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